
1. 処理⽔は安全ではない。
→ トリチウムは有害な放射性物質である。海に流した場合の環境影響について確定した科学的知⾒はない。
→ 処理⽔にはトリチウム以外の放射性物質も含まれている。

2. 廃炉作業と処理⽔放出は関係がない。
→ 処理⽔を放出しても燃料デブリは急には取り出せない。廃炉計画は⾒直しが必要である。

3. 実⾏可能な現実的代替策がある。
→ 現在の技術で安全・安価に保管できる。（モルタル固化案、⼤型タンク案）

4. 「濃度」を下げても貯蔵されている放射性物質の「総量」は⾮常に多い。現段階でその総量は⽰されていない。
→ タンクに貯蔵されているトリチウムの総量は、事故前に放出していた量の400年分以上に匹敵する。
→ トリチウム以外の放射性物質の総量は、現段階で不明である。

5. 福島県⺠、漁業関係者、国⺠の多くが反対している。
→ 福島県内⾃治体の多くが反対決議を出している。海外からの懸念の声がある。
→ 福島県内57％、国⺠の55％が反対している。（『朝⽇新聞』2021年1⽉3⽇、2⽉27⽇）

6. 福島県漁連との約束を反故にする。
→ 東京電⼒は、関係者の合意なく放出しないと約束していた。

7. 新たな被害、再汚染をもたらすべきではない。
→ 政府⾃⾝、⾵評被害発⽣を認めている。カネで環境と⼈の⼼は買えない。

「ALPS処理⽔」を海洋放出すべきでない7つの合理的理由
2021.4.11 原⼦⼒市⺠委員会

いったん決定すると政府は引き返せなくなる。海洋放出決定をすべきでない。




